







いては未だ本格的な研究が行われているとは見なしえない状況にあり、欧米学界 のレヴェルの差はますます開きつつあるといっても過言ではない。時代全体のダイナミックな流れを意識しながらも、あくまで資料に立脚した詳細な考察が必要不可欠であることは自明のことがらであ にもかかわらず、管見の限 それが満足に行わ る邦語文献は目下のところ存在しない。今後わが国におい こ時代の研究が発展していくためには、基礎知識の充実とと
もに個々の遺跡や資料を十分に掌握した緻密な分析を志すことが肝要である。
　わが国におけるかかる状況に鑑みて、該期の研究史上と
































































































































葬への移 は徹底されて たと言えるであろう。墓のタイプは成人の場合は土壙墓しか知られておらず 一方で子供の場合には土壙墓のほ に、とりわけ乳幼児 対してはアンフォラなどを棺とする 器棺墓や大型ピソスを棺とするピソス墓が選択されている。また年齢を問わず土壙墓の場合の埋葬姿勢は伸展葬であった。
　原幾何学文様期以来成人に対しては火葬が優勢であった







































































































































出土資料から垣間見られるようである。さらに墓穴が埋められたあと、おそらく墓の位置を示していたと思われる配石が半楕円状に施されたが（図３ ・ １） 、そ は墓参のためであったとも推察されよう。Ｄ
16・４号墓の被葬者は、家























































－  108  －－  109  －
史苑（第七二巻第一号）




























































































－  110  －－  111  －
史苑（第七二巻第一号）

















（図５ ・ １） 。器形そのものは一般的















（図５ ・ ２） 。この仮説にしたがうなら











故人ないしはその家族の財産や社会的地位を象徴していると見なされてきた。しかし発掘されてから数十年が経過したあとに遺骨に関する人類学的な分析が施された結果、それ以前には知られていなかった新たな事実が判明した。二〇〇四年に発表された論文によれば、この墓 出土した人骨には成人女性の骨のほかに胎児の骨が含まれているという。したがってこの女性は妊娠中ま は出 時に死亡した可能性が高いと結論され、その論文においてはかかる死亡原因が豊富かつ貴重な品々を副葬する理由であったと
図 5・1　管の通ったオイノコエ―とその胴部の図
図 5・2　2007 年に発表された胴部の図










16・ ４号墓） さらには 「ブーツ墓」 （Ｄ
16・２号墓）など、傑出して副葬品が豪華な墓は初期幾何





























しかし管見の限り、たとえばフェニキア製の青銅製品のように顕著な遺物は報告がない。次項（③井戸）に 記すようにアゴラでは土器が製造されていたために、土器に関しては技術的に優れたアゴラ製 好まれ 可能性 指摘され
るが、ただしそれだけではここまで搬入品が少ないことに対して十分な説明がなされたとは言い難い。
　かかるアゴラの現象は、アッティカ製の土器が広く他地

















































































ろうが、ただしエリダノス川の流域でもとりわけこの場所に工房が集中している事実は、何らかの強制力が働いていた可能性を示唆しているように思われる。初期鉄器時代におけるアゴラの土器生産が全く私的に行われていたのか、または集落の管理のもとになされていたのかは不明であるが、少なくとも を建設するに際して 場所の選択が無秩序に行われ わけではない 推察 よ 。
　事実パパドプロスによれば、アゴラにおいては墓地と土
























































いた一画は、かなりの量の煙が漂う場所であったと推察されることから、やはり居住には不向きであったのではないか。アゴラにおける土器生産は相当程度の規模を有していたと思われ、排出される煙の量を想像するならば、居住するには良好な環境とは言い難い。 先 記したように （①墓） 、原幾何学文様期から中期幾何学文様期にかけては火葬が普及していたため、より広範囲にわたって かる傾向が強かったであろう。
　とするならば、アゴラの井戸は土器生産以外にどのよう
な用途で使用されていた可能性があるであろうか。目下ところ筆者が想定 るのは 近隣住民が共同で使用する公共施設のような井戸の存在であ 。
　このように考える理由は、アクロポリス周辺の遺構にあ













































諸家の間 見解の一致は見ていないというのが実状であろう。詳細な年代に関しては決定的 判断材料が しないので、ここでは大まかに幾何学文様期と記しておきたい。
　遺構の内部からは、この建物の性格を推し量るに際して
重要な手がかりとなる資料が出土している。第一 、中央よりやや南東よりの場所から一 ・ 〇〇×〇 ・ 六〇ｍ前後の範囲で焼土層が検出され、おそらく炉 あとでは か 推測されている。第二に、中央より西側部分の床下から 初



















に持ち込まれた奉納品 何らかの関係があるのか否かという点である。とりわけ建物自体の特徴からこの遺構の性格を推し量ることが困難であ ことを考えるならば、両者との関係はこの遺構の用途を推察する 際して看過しえない要素となろう。
　先にも記したとおりこの遺構はアゴラの初期鉄器時代に

















































































いたかさえ不明であ 、墓所祭祀の一つと見なすこ には確定的な根拠が存在しない。し がって問題は土葬 の方であるが、こちらに関しても偶然に墓壙を掘った場所が岩室墓の羨道であったのか、ある は意図してそこを選択したのか、断定的な結論を導きだすことは不可能である。ということは墓所祭祀の可能性がある資料と見なすにとどめておく方が、おそらくは安全であろう。
図 9　ミケーネ時代の岩室墓 VII(J7:2) 号と原幾何学文様期の墓
図 10　ミケーネ時代の岩室墓
　　　　(J-K2:2 号 ) 出土の
　　　  原幾何学文様期の土器
－  122  －－  123  －
史苑（第七二巻第一号）











































































































ては明らかに管理および統制が行き届いた土地利用が展開されていたと判断されることであろう 中央一帯 土器工房が集中し、それを囲むように埋葬区域が点在していた。さらにその埋葬地も、何らかの要因により数箇所に区分けされていた。このような区分や配置が発展したということは、おそ く土地を使用するに際しては統制や制限が加えられていたことを示唆 ており、明確な管理のもとに土地利用が展開されていたことが推察されよう。
　かかるアゴラの地における人々の活動に目を向けるので
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－  158  －－  159  －
史苑（第七二巻第一号）
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－  160  －
ギリシアにおける初期鉄器時代の遺跡（１）アテネのアゴラ（高橋）
（
註
）
（
1）
以
下
の
略
記
を
使
用
す
る
。
S
M
: S
u
bm
ycen
aean
（
亜
ミ
ケ
ー
ネ
期
）、
P
G
: P
rotogeom
etric（
原
幾
何
学
文
様
期
）、
E
G
: E
arly G
eom
etric
　
　（
初
期
幾
何
学
文
様
期
）、
L
G
: L
ate G
eom
etric（
後
期
幾
何
学
文
様
期
）
（
2）
青
銅
製
の
指
輪
に
鉄
製
の
（
石
な
ど
を
は
め
る
た
め
の
）
台
座
が
付
い
て
い
た
。
（
3）
そ
の
う
ち
一
つ
は
鉄
製
の
台
座
が
あ
る
青
銅
製
指
輪
。
（
4）
未
発
表
の
墓
で
他
に
も
遺
物
が
あ
る
可
能
性
あ
り
。
（
5）
未
発
表
の
墓
で
他
に
も
遺
物
が
あ
る
可
能
性
あ
り
。
（
6）
鉄
製
の
ピ
ン
だ
が
、
青
銅
製
の
装
飾
球
が
付
い
て
い
た
。
（
7）
鉄
製
の
ピ
ン
だ
が
、
青
銅
製
の
装
飾
球
が
付
い
て
い
た
。
